
背景
カーボンニュートラル実現に向けサプライチェーン上で協力した脱炭素および
そのためのCO₂排出量算定・開示を求める動きが加速しています。ソフトウェ
ア分野においては、標準的なCO₂排出量算定ルールがないため削減に向けた具
体的な取り組みが進んでいないのが現状です。

成果の概要
環境性能を意識したソフトウェア開発に資するCO₂排出量算定・削減技術の確
立に取り組んでいます。特にソフトウェア開発段階におけるCO₂排出量算定方
法の標準化および算定ツールの開発、電力の効率利用技術の開発による運用段
階のCO₂排出量削減に取り組んでいます。

技術のポイント
企業横断で取り組む、ソフトウェア開発時のCO₂排出量算定に関する業界標準ルールの策定  

ICT機器の電⼒を⾃動で取得しソフトウェア開発中のCO₂排出量を可視化・分析するツール

再エネ利⽤率などの情報に基づいて電⼒効率の良いソフトウェア実⾏環境を⾃動選択することで、ソフトウェア
実⾏時のCO₂排出量削減につなげる技術

この研究がもたらす未来
環境性能をビジネス価値の中心に置いたソフト開発・運用を実現することにより、ソフトウェア業界を起点としたサプ
ライチェーンのカーボンニュートラルの実現に貢献します。
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